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地域も学校を応援

豊かな心を持ち夢や目標に向かって自ら考え取り組む児童の育成を目指して
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１２月１０日（日）は、豊崎っこまつりがありました。

多くの保護者や子供達の参加により、舞台発表もゲ

ームもリサイクルショップも大いに盛り上がりました。

中でも、まつり後半の抽選会は大いに盛り上がりま

したね。多くの地域の企業や団体からの協賛を得て

素晴らしい賞品に

皆さん満足そうで

した。ご賛同頂い

た企業・団体の皆

様に心より感謝申

し上げます。

届きました。大谷翔

平さんからのプレゼン

トです。早速、児童会

役員の皆さんへ手渡

し、各教室に回して触れてもらいました。最高です。

１月１１日（木）１２日（金）は、書初め会を実施し

ました。心を込

め て一字一

字、丁寧に書

く姿に集中力

を感じます。

３学年は、

初めての「筆使い」ですので、外部講師の先生方が

丁寧に「持ち方」「運び方」などを指導して下さいま

した。また、４学年

は「かるた遊び」に

も挑戦し、真剣な

顔で勝負に集中し

てました。

１月２４日（水）は、大興奮！！

様々な楽器の紹介とともに、演奏の素晴らしさに

感動し、サインをお願いする子供達もいました。

書初めに全集中

音楽隊に大興奮

２学年：硬筆

自衛隊の音楽隊

４学年：カルタに夢中

３学年：初めての毛筆

大谷グローブ届く
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２月１７日（土）は全学年対

象の作業となり、多くの参加で

手際よく進み、子供達も大活躍

でしたので、予定にない「クー

ラーのフィルター」まできれいに

なりました。とても奇麗になった

教室で年度末を迎えられます。

参加された皆さん、ありがとうございました。

２月２０日（火）は、ハッピー・

ドリーム・サーカス団との交流

会でした。日本中を回っている

こと、スペイン語で会話してい

ること等、子供達にとって、まさ

に別世界で夢のような時間と

なりました。参加型のパフォーマンスに大興奮の子供

達、最後の質問タイムも「どうしたらサーカス団に入れ

るのですか」など、素直な質問が多くでました。

PTCA作業

サーカス団と交流

質問タイム（皆、興味津々）

３月１１日（月）は、6年生に感謝

の気持ちを込めて、新児童会が「送

る会」を企画しました。１学年からメ

ダルをもらい、一緒に踊る参加型の

会は、徐々に盛り上がり、ついには６

年生が、進んで前に出る素晴らしい

会となりました。

早いもので今年度も残すところ数日となり、この１

年、保護者の皆様への感謝とともに子供達の健康・

安全を守ることができたことに安堵しています。

学校では、卒業練習も大詰めを迎え、卒業生ととも

に在校生代表の５年生が、真剣な面持ちで参加して

います。希望の一文字も掲

示され、いつも以上に華や

かさが満ち溢れています。

６年生を送る会

お別れが近づき

１学年

２学年

３学年

４学年


